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抄　録

　本研究は「セクシュアル・マイノリティであることによる困りごとがない」と語る4名の50歳前後
の当事者を対象として行った。本研究では，そうした困りごとがない状態について社会適応が出来
ている状態と捉えた。グループインタビューにより，これまで生きてきた経験の中で得た考えを尋
ね，KJ法による分析から当事者の社会適応を支えるものについて明らかにすることを目的とした。
　その結果，①ありのままの自分を認めてくれる家族や周りの存在，②自身が置かれている状況を
無理に変えようとせず，折り合える自己調整の思考，③自身のアイデンティティを捉えるにあたって，
セクシュアル・マイノリティという枠組みではなく，自立して生きる「一人の人」であるという思考と
いう特徴が示された。本研究で明らかにされた社会適応の特徴は，中高年セクシュアル・マイノリ
ティの孤独の問題やメンタルヘルスの低下の予防に役立つと考えられた。
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Abstract

This study was conducted on four persons aged around 50 who said that they had no 
troubles due to being a sexual minority. In this study, the absence of any problems 
was regarded as the state of being able to adapt to society. In the group interview, 
I asked them what they thought they had learned from their life experiences. The 
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Ⅰ．緒　言

　セクシュアル・マイノリティのメンタルヘルス
の問題については課題が多くみられる。2017
年にペルーで最初に行われたセクシュアル・マ
イノリティ調査によれば，1万人弱のセクシュア
ル・マイノリティのうち約70％が人生のある時期
に差別や暴力を経験したことや，差別や偏見を
受けた者のうち約25％がメンタルヘルスの問題
を抱えていることが報告されている。また過去
1年間の間で差別を経験した人は，経験してい
ない人に比べてメンタルヘルスの問題の有病率
が有意に高いことも示された1）。青年期，中年
期，老年期といった年齢段階別にみると，青年
期は，異性愛者よりも当事者の方が，他者から
の受容感が自尊感情に及ぼす影響が大きいこ
とや 2），同性愛者と異性愛者のいずれのコミュ
ニティにも入れないことが慢性的な精神健康問
題の発生につながりやすいとされる3）。またマ
イノリティであることによるストレスが自殺傾向
と直接的に関連するだけでなく，抑うつ症状や 
PTSD 症状といった複数のメンタルヘルス症状
経路を通じて間接的に関連することが報告され
ている 4）。また，中年期，老年期は，差別経

験が身体的・精神的健康に強く影響し，社会
的スティグマが高い場合は，不安，抑うつ，身
体化，自殺念慮が有意に高いとされる5）。中で
も，老年期は偏見や差別が強い中で生きてきて
おり，地域社会との関わりを回避し，孤独や孤
立につながりやすいといった問題が挙げられて
いる6）。また当事者のコミュニティ内に存在する
エイジズム（年齢差別）によっても，中高年の
当事者が不可視な存在にされる可能性が指摘
されている7）。
　そうした先行研究を踏まえ、本研究では，中
高年の当事者には孤独や孤立やそれから派生
する何らかの困りごとがあると考え，50歳前後
の当事者を対象にグループインタビューを行う
ことでそれを明らかにしようと試みた。しかし，
インタビュー依頼時に当事者全員から「セクシュ
アル・マイノリティであることによる困りごとが
ない」という回答を得た。この回答は予想外で
あったが，こうした「困りごとがない」という感
覚や状態がいかにして起きてきたのかを検討す
ることは当事者のメンタルヘルス支援の方向性
を探るにおいて意義があると考えた。
　そこで本研究では「困りごとがない」状態を

purpose of this study was to clarify what supports the social adaptation of the 
person concerned from the analysis by the KJ method. The results showed the 
following characteristics: (1) the existence of family members and others who accept 
them as they are, (2) a self-adjusting mindset that allows them to accept their 
situation without trying to forcibly change it, and (3) the idea that their identity 
is not a framework of being a sexual minority person but a "I am a person" who 
lives independently. Awareness of these points within the individual and environment 
may promote adaptation and prevent mental health decline in middle-aged and older 
sexual minorities.

Keywords：sexual minority, middle age, social adaptation, KJ method
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社会での適応ができている状態であると捉え，
その適応の可能性を検討することとした。適応
とは，デジタル大辞泉によると，人間が外部の
環境に適するように行動や意識を変えていくこ
ととされる8）。当事者がこうした適応に至る過
程には，家族や環境などの理解に恵まれて困る
必要がなかった可能性，葛藤があったが「困り
ごとがない」と思うしかない受動的な姿勢の可
能性，さまざまなことを乗り越え「困りごとがな
い」と感じられるような考えを能動的に取得し
てきた可能性などが考えられる。
　以上のさまざまな可能性をふまえ，本研究で
は，当事者たちがセクシュアル・マイノリティで
あることによる困りごとがないと感じるに至った
経験をもとに，彼らの適応を支えるものは何な
のか，についてKJ法を用いて明らかにすること
を目的とした。

Ⅱ．方　法

1．調査対象者　対象者は，西日本の都市部
に住む，出生時の性別が女性である50歳前後
の4名であった。対象者4名は，出生時の戸籍
上の性別が女性のパートナーとの関係性を1年
以上持続している。対象者の募集方法は，セク
シュアル・マイノリティの活動を行っているNPO
法人の担当者に研究の趣旨を説明し，メンバー
の募集を依頼した。対象者とインタビュアーで

ある著者は本研究以外での面識はない。対象
者の属性を表 1に示す。この表は，インタビュー
を開始する前に，書面にて対象者によって書か
れたものをそのまま表したものである。なお，B
さんの性自認は女性で性指向は男性であり，自
分を表現するLGBT 概念を明示していないが，
調査当時，出生時の性別が女性のパートナー
がいたことや，本研究の対象の目的を知った上
で協力に応じてくれたことから，本研究の対象
としている。
2．データの収集および調査項目　データの収
集は2019 年7月にグループインタビューにて実
施した。グループインタビューにした理由として，
他者の語りによって，自身の体験を振り返り思
い出して話せるという点で，話の内容が多角的
に深化したものになるという可能性を考えたた
めである。対象者には，最初，「セクシュアル・
マイノリティであることによる困りごとについて
教えてほしい」ということでインタビューを依頼
したが，対象者から，「考えてみたが，セクシュ
アル・マイノリティであることによる困りごとは
ないため，他の質問にしてもらえないか」という
申し入れがあった。その申し入れを受けて「セ
クシュアル・マイノリティであることによる困りご
とがないという状態はいかなるものなのか」に
リサーチクエスチョンを変更し，インタビュー内
容として「セクシュアル・マイノリティであること

表 1　対象者の属性
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による経験とそこから得た考え」を尋ねること
とした。インタビュアーはこれまで個人およびグ
ループインタビューを実施した経験を持つ。場
所は，西日本の都市部において静かな個室で
実施し，対象者の承諾を得てICレコーダーに
記録した。インタビュー回数は最初からは設定
せず，インタビュー内容に関してメンバーが「も
うこれ以上話すことはない」と述べるまで続け
ることとし1回のインタビューを90分以内とした。
3．分析方法および実施方法　インタビューは
全3回実施され，それぞれ約70分であった。イ
ンタビューの途中で参加を取りやめる対象者は
いなかった。ICレコーダーに録音された記録か
ら逐語録を作成した。逐語録をもとに，KJ法
を用いて分析を行った。KJ法は，計測された定
量的なものだけでなく，混沌かつバラバラでさ
まざまな個々の定性的（質的）なデータを統合
していく中で新しい意味を発想しながら，デー
タ群の本質を捉える方法である9）10）。そのため，
本研究の対象者が経験してきたさまざまな局面
から培われた考えの本質を捉えるという目的に
合致していると考えたため，「狭義のKJ法」に
よる手法を用いた。「狭義のKJ法」とはラベル
づくり，グループ編成，図解化，叙述化の一連
のプロセスをさす。
　本研究で実施したKJ法の手順は，川喜田9）10）

を参考に，以下のように行った。
①ラベルづくり
逐語録の内容を適切に単位化・圧縮化し，1
枚のラベルが，研究テーマに対して一つの訴
えかけをもつように作成した。
②探検ネット作成
①で作成したラベルを，模造紙上に空間的に
配置して「探検ネット」と呼ばれる図解を作
成した。模造紙の中心にテーマを書き，その

周囲にラベルを配置してゆく作業であり，こ
のとき，テーマをめぐってあらゆる視角からラ
ベルの質的なバラエティが出尽くしているか
を確認し，ラベル群の全体感を把握した。
③多段ピックアップ

「多段ピックアップ」という技法によって，探
検ネット上のラベルを段階的にピックアップし，
ラベルを適切に精選した。テーマに対して理
屈で選択基準を設定せず，バランスに配慮し
ながら「なんだか気にかかる」ことを大切にし
てピックアップした。つまり，既成の価値観
やカテゴリーに適合的なラベルを択ぶのでは
なく，テーマに対して大事な訴えかけを持っ
ていそうだと感じられるラベルをバランス良く
ピックアップすることにより，探検ネット上の
ラベル群全体の訴えかけを凝縮して精選する
ことが可能になる技法である。
④グループ編成（ラベル拡げ，ラベル集め，
表札づくり）
③で精選したラベル群のグループ編成を次の
手順で行なった。
・ピックアップしたラベル群を分類せずに拡
げて繰り返しよく読む。
・ラベル同士の「志」（ラベル群の全体感を
背景とした個々のラベルのシンボリックな訴
えかけ）の近さによってラベル集めを行った。
・グループとなったラベル複数枚の「志」を
統合した概念である「表札」を付けた。
・グループを形成しないラベルは「一匹狼（ど
のグループにも属さないラベル）」とした。
・このグループ編成を，ラベル群が10束以
内になるまで繰り返した。
⑤図解化，叙述化
・最終統合のグループ（KJ法では「島」と呼
ぶ）には，それぞれ「シンボルマーク」と呼
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ばれる象徴的な概念を与え，島と島は関係線
で示し，図解全体のタイトルを考案した。
・図解の中の，ラベルの末尾の〇の数字は，
何段階目の統合による表札であるかを表す。
つまり①は第一段階目のグループ編成，②は
第二段階のグループ編成による表札であるこ
とを示す。また，●は一匹狼の印であり，●
の数が何段階目のラベル集めの際に一匹狼に
なったのかを表す。つまり，●1つのラベルは
第一段階目のラベル集めの際に一匹狼となっ
たラベルであり，●●のラベル及び表札は第
二段階目のラベル集めの際に一匹狼となった
ものである。したがって，①●●は，第一段
階目の表札の付いた束が第二段階目のラベル
集めの際に一匹狼となったものである。また，
●１つのラベルが集まって二段階目の表札②
がつく場合もあり得る。
・最後に，図解の内容をもとに文章として叙
述化した。

　なお，研究の確証性確保のため，著者は，霧
芯館－KJ法教育・研修－主宰・川喜田晶子氏
主催の研修を受けKJ法の基本的技法を修得し
た。その上でラベルづくり，探検ネット，多段
ピックアップ，グループ編成，図解化，叙述化
において川喜田晶子氏のスーパーバイズを全過
程で受けた。
4．倫理的配慮　対象者には，研究の目的お
よび方法，研究参加の任意性と参加撤回・辞
退の自由，個人情報の保護，得られたデータ
の利用範囲と研究成果の公表などを書面で説
明し，参加協力の承諾を書面で得た。さらに，
グループインタビューを通して知りえた情報を他
者に口外しない旨の誓約書を書面で得た。また，
対象者の紹介を依頼したNPO法人の担当者に
も，対象者を紹介するにあたり知りえた情報を

他者に口外しない旨の誓約書を書面で得た。イ
ンタビュー中は，仮名を利用し，「話したいこと
は話す，話したくないことは話さない，ここで
話したり聞いたりしたことは他で蒸し返さない，
話の途中でもいつでも退席できる」ことを約束
し，安心して話ができるように配慮した。
　本研究は山口県立大学生命倫理委員会の承
認を経て実施した（2018 年10月10日承認，承
認番号30–34）。

Ⅲ．結　果

　逐語録から，KJ法の手順に従い，ラベル化
したところ102 枚のラベルが得られた。これら
のラベルによって「探検ネット」を作成し，ラベ
ル群全体の質のバラエティや重複観を把握した。
その上で「多段ピックアップ」によって精選した
30 枚のラベルを元ラベルとして「狭義のKJ法」
を行った。
　本研究においては，語られた全体の中から，
対象者が，今まで得てきたさまざまな経験とそ
こから見出した考えの本質について，図1に示
したように太い黒枠で囲んだ10 個の島が得ら
れた。なお，文中ではラベルは「　」，第一段
階表札は＜　＞，第二段階表札は《　》，シン
ボルマークは【　】で示す。
　10 個の島からは，【右へ倣えが当たり前の過
去】の時代から個人の【多様性が尊重される時
代へ】と変わりゆく中で，社会から期待される
割り当てられた性別による【与えられた役割か
らの脱皮】を起こし，【しなやかに自立】して
自分らしい生き方を選んでいく，50歳前後の当
事者の姿が見えてきたため，この10 個の島を統
合したタイトルを「とらわれを超えて」とした。 
以下に，各島の詳細についてシンボルマークを
用いて述べる。
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【右へ倣えが当たり前の過去】
　昔は，＜異性と結婚し，子育てをし，親の介
護をすることが当たり前の時代の中で生きてき
た①＞ように，それが世の常とされていた。そ
して，この当たり前に当てはまらないような自分
の個性があったとしても，「昔は，インターネッ
トがなく情報がなかったので，自分の性別や体
への違和感があっても，セクシュアル・マイノリ
ティのことを調べようがなかった●」というラベ
ルにあるように，それを調べる手段もなかった。
ただ《旧いライフスタイルの常識と，情報の乏
しさの中に埋め込まれ，自分の性別・体への
違和感・生き方に，主体的に向き合えなかった
②》というとらわれの時代を過ごしてきた，と
いう認識が見られた。

【多様性が尊重される時代へ】
　現代は，「入院した時，家族ではなく，同性
のバートナーが書いてくれた同意書でも病院は
受け入れてくれる●」というラベルにもあるよう
に，《公的な手続きでも同性パートナーの署名
が認められるなど，社会がユニバーサルデザイ
ンの時代に変わってきた②》と社会の変化を捉
えていた。

【多様性の時代の弊害】
　多様になることは，暮らしや生き方にとって
良いことばかりではなく，「昔は，与えられたも
のを自然と受け取っていたが，現代のように選
択の余地があると迷いや好き嫌いが出てくる」，

「物がありすぎる中，人が持っているものを意識
しながら生きていくのは大変だと思う」という
ラベルにみられるように，＜多様な選択肢があ
り，迷いや人との比較に苦労する時代になって
いると思う①●●＞という，時代の変化の弊害
について認識していた。

【与えられた役割からの脱皮】

　右へ倣えの時代に生きてきた当事者にとって，
妻として，母としての役割を果たす中で，自分
の人生はこれでよいのか，という疑問に直面し
た。その折，自身と同じマイノリティとされるセ
クシュアリティを持つ仲間と出会い，「バーに来
て，マイノリティの仲間と話すことで，頑張って
役割をこなしている自分から，役割をもたない
素の自分になることができ，自分の性のあり方
を認めることが出来た●」という経験を得てい
る。そして，＜与えられた母や妻としての役割
を果たした後，やっと置き去りにしてきた自分
の性のあり方に向き合うことを選んだ①＞のよ
うに，自分の人生の選択につながった。これは
本研究の対象者Dの体験であり，本研究のす
べての対象者が同一の経験をしてはいない。
　また，「友人や周りの人が，私が選んだ人生を

『あなたが選んだならそれでいいんじゃない』と
受け入れてくれる年齢に，自分が到達した●」
というラベルにみられるように，友人や周囲が，
当事者が選んだ人生を批判することなく，50歳
前後という人生の半ばにある成熟した個人の選
択を尊重する姿勢がみられた。

【しなやかに自立】
　50歳前後として，これから先の人生を考える
上で，＜人からどう見られるか，見られたいかと
いった枠組みにとらわれず，『一人の人』として
自立する意思を持つ①＞ことに力点をおいてい
る。老後に向けて，「自分が今，やっているよう
な親の介護を娘や嫁にはさせたくないから，自
分がどう行動すれば良いのか，ということを考
える●」というラベルにみられるように，子ども
が親の介護をするのが当たり前の時代を超えて，
これからの生活を自分でコーディネートすること
を考えていた。その過程においては，「インター
ネットで調べたことをそのまま経験したかのよう
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に鵜呑みにせず，自身で経験することが大切で
ある●」とあるように，豊富にある情報はあく
までも他者の見方に過ぎず，自分らしく，その
生き方を見つけて選んでいくことに価値をおい
ていた。そして，《世間の慣例や潮流，ものの
見方の枠組みにとらわれず，自立する意思・行
動を大切にする②》というように，時代，他者，
家族，自分，それぞれとらわれがあるが，それ
らを超えて，【しなやかに自立】する姿がみえ
た。

【周りからの受容は「自然」に委ねる】
　「いつも一緒にいるのが自然なパートナーが
いて，お互いに大事と思っているというのが家
族に分かっているからそれでいい●」，「家族に
とって，自分たちが一緒にいるのが当たり前と
いう意識へと変化するまで，長い時間がかかっ
た●」というラベルにみられるように，家族や
周りから受容されることを積極的に求めてはい
ない。そして，家族が当事者自身に対して抱い
ていた思いを充分ふまえ，《家族は，時間をか
けて，自然に，自分とパートナーとの関係を受
け容れてくれた②》といったように，周囲から
の受け入れは自然に委ねてゆっくりと待つ姿勢
がみられた。

【家族からの受容が育む自信】
　「親が子ども自身の生き方を大切にしてくれ
たから，性自認のことや服装のことに悩まずに
生きてこられた」，「自信や，ぶれない価値観を
持つには，親の考え方や関わり方も影響する」，

「（パートナーは）男性ともつかない女性ともつか
ないけれど，親や友人，周囲の人から，このま
まの『一人の人』として自然な状態で受け入れ
られている」というラベルにみられるように，髪
型や服装などが割り当てられた性別にそぐわな
くても，家族や周囲がそれを認め，＜家族や周

りの人から，そのまま『一人の人』として自然に
受け入れられていると，自信やぶれない価値観
を抱ける①●●＞との認識が表れていた。

【カミングアウトは諸刃の剣】
　積極的には自分が当事者であることを伝えず，
＜家族にパートナーのことを話すのは，パート
ナーの存在を尊重するためであり，家族全員に
話すことはしない①＞という姿勢がある。これ
は，「高齢の親に，自分の性自認のことやセク
シュアル・マイノリティのことを話しても，年齢
的に理解できない●」ということや，「親へのカ
ミングアウトは，言うのは自分の肩の荷を下ろ
すもので，言われる側がどのように受け止める
かということを踏まえて話さないといけない●」
というラベルにあるように，カミングアウトをさ
れる側の要因を考慮したものである。すなわち，
カミングアウトをすることは，「肩の荷が下ろせ
る」ことがメリットであるが，相手が「受け止め
る」ことができるかわからないというリスクを含
んでいるという点で，諸刃の剣の特徴を持つと
いえよう。カミングアウトされた側の理解に影
響する要因は，カミングアウトをされた側の年
齢やセクシュアル・マイノリティに関する知識も
関連し，かつ，カミングアウトをされた時に生
じる気持ちや反応は相手によってさまざまであ
る。そうした《カミングアウトは，独りよがりに
するものではなく，特に親には親の受け止め方
があることを踏まえておくべきだ②》との視点
がみられた。

【特殊性の枠組みは不要】
　「セクシュアル・マイノリティの場合も，相手
を好きになる時は，好みのタイプとか，話の内
容とか，趣味があいそうというところで，そう
いう点では異性愛と一緒だと思う●」というラ
ベルにあるように，恋愛について，セクシュア
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ル・マイノリティである場合も，その対象が異
性に限らないというだけで，好きになり方は異
性愛と同様である。また，＜セクシュアル・マ
イノリティもマジョリティも，50歳前後の困りご
とは健康，介護，老後である①＞といったよう
に《セクシュアル・マイノリティもマジョリティも，
相手をどう好きになるか，年を重ねての困りご
となど，本質的には同じだと思う②》と，セク
シュアル・マイノリティであることの特殊性の枠
組みは不要という認識がみられた。

【自分を白黒決めない】
　「カミングアウトをすると自分で自分を定義づ
けることになり，窮屈になってしまう」というラ
ベルにあるように，＜自分を定義づけると窮屈
になるため，明確にせず，グレーにしておくこと
がいいこともある①●●＞といった枠組みや定
義にとらわれない認識を持っていた。

Ⅳ．考　察

　ここでは，「困りごとがない」と語るセクシュ
アル・マイノリティが持つ環境と思考から社会
適応を支えるものについての視点，また中高年
のセクシュアル・マイノリティ当事者の社会適応
とメンタルヘルスについての視点から考察する。

1．「セクシュアル・マイノリティであることによ

る困りごとがない」と語る当事者たちの語りか

ら見えてきた，社会適応を支えるもの

（1）ありのままの自分を認めてくれる家族や

周りの存在

　セクシュアル・マイノリティの子どものアイデ
ンティティ形成において，男女二分法や異性愛
主義を子どもたちに押し付けない環境が求めら
れること，どのような格好を好むか，どんな活
動を好むかと，性別を紐づけないような環境が

肝要であるとされる11）。【家族からの受容が育
む自信】の島の，親が子ども自身の生き方を大
切にしてくれたから，悩まずに生きてこられたと
いうことは，親が子どもに対して性役割を期待
していたら悩んで生きるしかなかったと考えられ，
親が子どものありのままの意思をくみ取る態度
の要素が重要であると考えられる。
　【与えられた役割からの脱皮】の行動へと舵
がきれたのは，自身の性のあり方と向き合うこ
とを支えてくれたセクシュアル・マイノリティの仲
間や友人の存在のおかげであると語る。こうし
たマイノリティ仲間によるサポートは大きい。ま
た「友人や周りの人が，私が選んだ人生を『あ
なたが選んだならそれでいいんじゃない』と受
け入れてくれる年齢に，自分が到達した」とい
うラベルにあるように，マイノリティ仲間以外の
友人が，当事者自身の生き方の選択を承認し
てくれることも重要であると考えられる。こうし
た，個人を尊重してくれる家庭環境があること
や，自身の年齢の熟達は，当事者自らが自発
的に得ていけるものではないが，社会適応にお
いて重要な特徴であることが伺えた。
（2）自身が置かれている状況を無理に変え

ようとせず，折り合える自己調整の思考

　【周りからの受容は「自然」に委ねる】のよ
うに，対象者は，家族に対して，自分とパート
ナーが一緒にいることについて積極的に理解を
求めてはいなかった。ここでは，二人が一緒に
いるのが当たり前として家族が理解するまで時
間をかけて待つという姿勢がみられた。そして，
対象者Dの経験による【与えられた役割からの
脱皮】においては，母や妻としての役割を終え
たタイミングを選んでいることから，家族内で
の自身の役割の認識と家族成員への配慮があ
り，ここには周囲の様子を見ながら自分を調整
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している様子が伺える。これは，メタ認知能力
とされる，自分の思考や感情等について認知し，
変化する自分の心の状態をモニターし，それを
コントロールする力によるものである12）と考えら
れる。
（3）アイデンティティはセクシュアル・マイノ

リティという枠組ではなく，自立して生き

る「一人の人」であるという思考

　本研究の対象者は，【カミングアウトは諸刃の
剣】と捉え，カミングアウトは，伝えた相手が
どういった反応をするかが分からないため，カ
ミングアウトする相手は限定的であり，かつ相
手の理解度や年齢を考慮した選択をすることや，
2人でいることが自然な状態として家族に認知さ
れるまで待つという態度を有していた。この結
果，《家族は，時間をかけて，自然に，自分と
パートナーとの関係を受け容れてくれた》とい
う成果が得られている。このことから，周囲か
ら理解を得ることは，焦らず，「泣かぬなら泣く
まで待とうホトトギス」の考え方を持つことも一
つの方法であると考えられた。
　また，自身について【自分を白黒決めない】
という意識や，【特殊性の枠組みは不要】といっ
たマイノリティとマジョリティの共通性を見出して
おり，そこには自身のアイデンティティを主張し
周囲に承認を求める態度はみられなかった。逆
に【世間の慣例や潮流，ものの見方の枠組みに
とらわれず，自立する意思・行動を大切にする】
という姿勢が見いだされた。差別の認識は主観
的幸福感のうちの否定的感情と関連があるが，自
尊心はそれを緩和するという報告がある13）。他
者からどう見られるかを過剰に意識するとそれ
にとらわれてしまい，自身のあり方に揺らぎが
生じる可能性がある。対象者は自身のアイデン
ティティについて，セクシュアル・マイノリティで

あるという枠組みで定義する必要性を感じてお
らず，もっと俯瞰的，大局的に「一人の人」と
して捉える見方をすることによって，社会へのと
けこみやすさや社会とのつながりやすさを持続
していると考えられる。また「自立」を重視し，
職業を持ち，身体的，精神的，社会的，経済
的に安定した環境を整える力も，個の充実とア
イデンティティの安定へとつながっていると考え
られる。

2．中高年のセクシュアル・マイノリティ当事者

の社会適応とメンタルヘルスに関する一考察

　ここでは本 研究の結果をもとに，社会
適応的なアイデンティティについて検討する。
E.H.Eriksonは，アイデンティティについて変わ
りゆくものであり，自分なりの生き方を発見す
るための手がかりであると述べている14）。本研
究では50歳前後の当事者を対象としたが，40
歳前後の当事者を対象とした困りごとのインタ
ビューからは，マジョリティ社会の中では本当
の自分を抑え込み，やむを得ず周りにあわせた
振る舞いを心がけている様子がみられた。そし
てマイノリティのコミュニティの中で，やっと本
当の自分を出すという姿勢をとっていた15）。こ
れは，当事者が「場」やそこにいる人との関係
性によって自分のあり方を変え、マジョリティと
マイノリティを行き来する適応の仕方であると考
えられる。本研究の当事者は，マジョリティと
マイノリティの共通点を見出し，「一人の人」と
いう認識を持っていた。この考えは排他的見方
ではなく包括的，全体的見方であるといえよう。
これらの研究はいずれもインタビューで得られた
結果であり，対象者の生きてきた背景も性質も
異なるため直接的な比較は出来ない。また，こ
うした捉え方の違いが年齢発達のものであるの
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か，生きてきた経験の中から得られた考えの違
いなのかは不明である。しかし，人は，時代の
変化も含む環境や，発達に応じて親，ライバル，
同僚やパートナーなどの他者といった外界なし
には生きられないほど外界と密着して生きてい
るため，周囲からどう見られるかを気にしてしま
う14）。そこで，セクシュアル・マイノリティであ
ることをカミングアウトしなければ分かってもら
えないという視点を転換させて，「一人の人」と
して自分を捉えてみることも適応のための一つ
のあり方であると考えられる。
　次いで，中年期のうちにできる適応の備えに
ついて検討する。丸野 12）は，メタ認知とは，状
況の特徴や自分の状態を知り，状況と対話し
ながら自分の行動や思考の仕方を微調整してい
く能力とし，適応的なメタ認知が機能しなけれ
ば変化する外界に適応できず集団の中で孤立
する可能性があると述べている。そしてメタ認
知的介入として，モデルを示すことやヒントを与
える，他者と話し合うなどといった介入によって，
他者の目や思考がメタ認知的方略の内在化に役
立つと述べている。この点においては，本研究
の対象者は，バーでマイノリティ仲間と話すこ
とや，インターネットで調べたり，自身で考えた
りといった取り組みをしてアイデンティティの再
構築や自立の意思に役立てていた。菅野 16）は，
コミュニティは，仲間，帰属，連帯といった肯
定的な観念と結びついて居場所の感覚をもたら
すものであり，個人のアイデンティティが集合的
なアイデンティティへと架橋される機会を提供し
てくれるものであると述べている。また，高齢
のセクシュアル・マイノリティ当事者にとって社
会的支援やネットワークがあることや 17），レジ
リエンス，およびポジティブなアイデンティティ
を持つことは，精神・身体的健康とサクセスフ

ル・エイジングに影響することが報告されてい
る18）。現実に起こる問題に上手に対処する賢さ
は，上手に生き歳をとること（サクセスフル・エ
イジング）への知恵である19）。これらのことか
ら，本研究で得られた社会適応に向けた思考
を可能な範囲で意識することは，当事者のメン
タルヘルスにつながると考えられる。

Ⅴ．結　論

　本研究では，「セクシュアル・マイノリティで
あることによる困りごとがない」と語る50歳前
後の出生時の性別が女性たちへのグループイン
タビューを通して，社会適応を支えるものにつ
いてKJ法を用いて明らかにすることを目的とし
た。その結果，時代の変化にも家族との関係に
もあらがうことなく，時間をかけ，相手のペース
に委ねるなど，周囲と折り合い，調和する思考
が示された。また，自身のことについても，性
別や性的指向といった枠にとらわれず，柔軟で
あり，それらをすべて含めた「一人の人」として
価値あることを選択し，自立して行動する思考
が示された。
　今後の研究の課題や期待される展開について
挙げる。まず，研究手法についてであるが，本
研究は，対象者の性のあり方がさまざまであっ
た。これについて性自認や性的指向等，ある
程度統一した対象に検討を行うことで，より特
化した特徴が抽出される可能性がある。また，
対象者人数を増やして検討することで，語りの
質のバラエティもさらに出てくる可能性がある。
また本研究では，社会に適応して生きていると
考えられる当事者を支えるものとして，家族や
周囲といったコミュニティの存在や個人の思考の
視点から述べてきた。中高年にとって，コミュ
ニティや所属感は重要であるが，そうしたコミュ

─11─

 日本性科学会雑誌第41巻1号

─111─

� 日本性科学会雑誌第41巻1号



ニティが少ない問題，またコミュニティがあって
も物理的にアクセスしづらい問題もある。そう
した点は，当事者個人の努力では難しい部分も
あるため，今後、中高年の当事者支援において
どのような取り組みや方法が必要なのかについ
て，継続的な研究が必要といえる。
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